平成22年4月28日

関係者各位
株式会社Ｒｅ・ｓｔａｙ

ＱＣ（品質管理）室
第5回非常通報訓練の実施報告について
平素はＲｅ・ｓｔａｙ　Ｈｏｔｅｌｓをご利用いただきまして誠にありがとうございます。

この度、弊社の運営する全国48店舗のホテルにおいて平成22年4月13日に非常通報訓練を実施いたしましたのでご報告申し上げます。

この訓練は年2回定期的に実施しております防災訓練の一環として、お客様の避難誘導・機器の正常な動作・消防署への連絡を確認するために実施しております。
訓練想定：平成22年4月13日　午前11時　客室より出火

　　　　　火元の確認をすると初期消火は不可能と判断
　　　　　Ａ：1棟全焼店舗（大規模火災）

　Ｂ：1室消失店舗（中規模火災）の2パターンの想定に店舗を分けての訓練

　　　　　関連機器の動作確認と消防署・ＡＬＳＯＫへの通報も同時に実施する

Ａ：1棟全焼店舗（大規模火災）での当日のながれ

	ホテルの対応
	本社の対応

	11：00

11：08 

11：13

11：20

13：40


	201号室より火災発生

早番フロントが発見

初期消火を試みる
火の勢いが凄く消火出来ず。初期消火不可能と判断し、消防署へ連絡
ＡＬＳＯＫに連絡、店長、部長へ連絡
お客様の車を移動しようとしたが、鍵がかかっていた

お客様宿泊3組6名　休憩4組8名を●●川土手へ誘導
ＡＬＳＯＫより確認の連絡が入る

消防到着・消火活動開始

店長到着

　店長より営業部長へ状況報告
鎮火
お客様にチェックアウトをお願いし、営業を一時停止する
鎮火後の現場検証で人的な被害がでなかったことを確認

	11：15

11：16

11：20

11：30

13：45


	東北営業部長より本社へ連絡が入る

●●店で火災発生し、現在も燃えている状況

東北営業部長が現地へ急行する

緊急対策本部設置のため、各部署へ連絡

緊急対策本部設置

　グループウェアソフト「サイボウズ」内に災害用掲示板を立上げ、全社での情報共有化を図る
東北営業部長より2度目の連絡が入る（消防による消火作業中）
　

東北営業部部長より3度目の連絡が入る（被害者なし）
緊急対策会議
　復旧工事計画の策定（施設管理部長は現場へ急行）
　損害保険会社への連絡

以上を想定し訓練を終了


48店舗が一斉に実施した今回の訓練において、火災通報装置の不備が1件発見されましたが、既に対応を済ませております。また大規模火災を想定した緊急対策本部の設置も滞りなく実施することができました。今後も防災訓練を繰り返し実施し、お客様の安全に対する取り組みを続けて参ります。
